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日本唯一
気象神社

氷川神社
公式HP

気象神社
公式HP

２
月
６
日(

木) 

初
午
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。
氷
川
神
社
の

裏
に
は
末
社
と
し
て
稲
荷
神
社
が
鎮
座
さ
れ
て
い
ま
す
。
細

か
な
整
備
な
ど
は
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
先
般
、
老
朽
化
に

伴
い
稲
荷
社
と
赤
鳥
居
を
を
新
設
し
ま
し
た
。
旧
稲
荷
社
を

解
体
し
た
際
に
は
、
上
棟
式
の
棟
札
が
出
て
き
て
、
昭
和
１

５
年
建
立
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
氷
川
神
社
、
気

象
神
社
に
ご
参
拝
時
に
は
是
非
、
稲
荷
社
に
も
ご
参
拝
く
だ

さ
い
。

こ
れ
を
機
会
に
初
午
祭
を
初
め
て
斎
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
来
年
以
降
も
毎
年
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
七
年

初
午
祭

斎
行

～
稲
荷
社
・赤
鳥
居

新
設
～

稲荷社新設に合わせて、
赤鳥居も３基新設しました
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ろう

気
象
神
社

(

各
種
祈
願
祭)

ラブグラフ

１
月
２
９
日(

水)

ラ
ブ
グ
ラ
フ

(

出
張
撮
影
サ
ー
ビ
ス)

の
皆
様
が

お
越
し
に
な
り
、
「
春
の
ゲ
ス
ト

様
撮
影
時
に
お
け
る
晴
天
祈
願
」

を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
若
く
才

能
あ
ふ
れ
る
皆
様
の
ご
活
躍
を
心

よ
り
祈
念
し
ま
す
。

(公財)日本海事科学振興財団 船の科学館
(初代南極観測船「宗谷」安全祈願祭)

２
月
７
日(

金) (

公
財)

日
本
海
事

科
学
振
興
財
団

船
の
科
学
館
が
保
有

展
示
す
る
「
初
代
南
極
観
測
船(

宗

谷)

」
の
安
全
祈
願
祭
を
斎
行
さ
せ

て
戴
き
ま
し
た
。

南
極
観
測
船
「
宗
谷
」
は
困
難
な

気
象
条
件
下
、
六
度
の
南
極
航
海
に

成
功
、
「
奇
跡
の
船
」
「
不
可
能
を

可
能
に
す
る
船
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

海
上
保
安
庁
の
船
と
し
て
は
現
存
す

る
唯
一
の
保
存
船
で
、
現
存
す
る
数

少
な
い
（
見
方
に
よ
っ
て
は
唯
一

の
）
帝
国
海
軍
艦
船
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
２
月
１
５
日(

土)

、
１
６

日(

日)

に
開
催
さ
れ
る
「
宗
谷

生
誕

８
７
周
年
記
念

進
水
記
念
」
の
安
全

祈
願
祭
を
斎
行
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

㈱横浜DeNAベイスターズ

１
月
２
３
日(

木) 

㈱
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ

イ
ス
タ
ー
ズ
様
が
晴
天
祈
願
に
御
来
臨
さ

れ
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
か
ら
毎
年
１
月
に
お
越
し

戴
い
て
お
り
、
晴
天
祈
願
の
神
事
を
斎
行

さ
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。

プ
ロ
野
球
団
を
運
営
す
る
同
社
の
ホ
ー

ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
「
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
」

で
す
が
、
屋
外
ス
タ
ジ
ア
ム
の
た
め
、
試

合
消
化
や
集
客
は
天
気
に
左
右
さ
れ
ま
す
。

昨
年
は
プ
ロ
野
球
日
本
シ
リ
ー
ズ
を
制

し
て(

対
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス)

、

２
６
年
ぶ
り
の
日
本
一
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。今

年
も
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
試
合
が

晴
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
観
客
で
横
浜
ブ

ル
ー
に
染
ま
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

横浜DeNaベイスターズ
キャンプ地を訪問

プ
ロ
野
球
は
２
月
１
日
が
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
と
な
り
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス

タ
ー
ズ
は
、
沖
縄
県
宜
野
湾
市
が
キ
ャ
ン
プ
地
で
す
。
今
年

は
気
象
神
社
と
し
て
招
待
を
受
け
た
の
で
、
訪
問
し
て
き
ま

し
た
。
三
浦
大
輔
監
督
に
も
お
会
い
し
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
必

勝
激
励
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

三
浦
大
輔
監
督
と

キャンプ地球場のユニオン
ですからスタジアム宜野湾 ラブグラフのフォトグラファーの皆様

「宗谷」船内の神棚には長年気象
神社の神札が祀られていることを
知り、とても感慨深いものでした
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第
十
五
回

高
円
寺
演
芸
ま
つ
り

高
円
寺
の
四
大
ま
つ
り―

春
は
「
び
っ
く
り
大
道

芸
」
夏
は
「
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
」
秋
は
「
高
円
寺

フ
ェ
ス
」
そ
し
て
冬
が
「
高
円
寺
演
芸
ま
つ
り
」
で
す
。

「
高
円
寺
を
演
芸
の
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
」
と
地

域
の
方
々
が
一
体
と
な
り
、
開
始
以
来
こ
こ
ま
で
盛
り

上
げ
て
き
ま
し
た
。
来
場
者
も
年
々
増
え
て
お
り
、
毎

年
こ
の
時
期
に
高
円
寺
の
ま
ち
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

今
年
で
十
五
回
目
を
数
え
た
「
高
円
寺
演
芸
ま
つ

り
」
は
２
月
７
日(

金)
か
ら
１
６
日(

日)

に
か
け
て
、

高
円
寺
の
各
会
場
で
、
落
語
、
漫
談
、
浪
曲
、
講
談
な

ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

千
秋
楽
の
氷
川
神
社
の
会
場
で
も
多
く
の
来
場
者
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
２
月
１
１
日(

火
祝)

に
は
文
化
放
送
主
催
の
「
な

べ
や
き
屋
キ
ン
レ
イ
謹
製
『
心
染
あ
っ
た
か
寄
席
』
」

の
ラ
ジ
オ
公
開
収
録
が
氷
川
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

抽
選
で
招
待
さ
れ
た
６
０
名
の
来
場
者
か
ら
は
笑
い
声

が
飛
び
交
い
、
昔
懐
か
し
い
寄
席
番
組
の
よ
う
で
し
た
。

小
杉
湯

清
祓

２
月
７
日(

金) 

小
杉
湯
に
て
「
昨
年
の
神
恩
感
謝
」

「
今
年
一
年
の
清
祓
」
「
商
売
繁
盛
」
「
従
業
員
身
体

健
全
」
の
神
事
を
ご
奉
仕
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
小
杉

湯
は
高
円
寺
の
顔
で
も
あ
り
、
日
本
で
も
有
名
な
銭
湯

に
な
り
ま
し
た
。
若
く
有
能
な
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
明
る

く
店
舗
運
営
を
さ
れ
て
お
り
、
連
日
多
く
の
お
客
様
で

賑
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
昨
年
は
原
宿
に
も
「
小
杉

湯

原
宿
」
を
オ
ー
プ
ン
、
連
日
全
国
か
ら
多
く
の
お
客

様
が
日
本
の
銭
湯
文
化
に
触
れ
て
お
り
ま
す
。

小杉湯原宿が入居する「ハラカド」

高円寺の顔の「小杉湯」

第７回「グローバル サイエンスティスト”夢の翼”」 最優秀賞受賞
(熊本県立宇土高等学校)

昨
年
末
、
あ
る
ご
縁
か
ら
熊
本
県

立
宇
土
高
校
科
学
部
地
学
班
の
皆
様

と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

熊
本
県
の
八
代
海
で
夏
の
夜
、
海

上
に
無
数
の
光
が
連
な
っ
て
い
る
見

え
る
「
不
知
火(

し
ら
ぬ
い)

」
。
不

思
議
な
自
然
現
象
の
調
査
、
研
究
に

２
０
１
８
年
か
ら
挑
む
、
同
校
の
科

学
部
地
学
班
が
、
そ
の
研
究
成
果
を

披
露
し
た
第
７
回
「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ

イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
”
夢
の
翼
”
」
で

見
事
に
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

昨
年
末
、
顧
問
の
本
多
栄
喜
さ
ん

と
も
面
談
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

観
測
の
難
し
さ(

ま
ず
晴
天
で
な
い

と
観
測
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど)

を

教
え
て
戴
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
来

年
の
「
不
知
火
」
観
測
日
が
晴
天
と

な
る
こ
と
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
も
気
象
神
社
の
は
宇
土
高
校
の
皆

様
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

宇土高校科学部地学班の生徒たち

八
代
海
で
の

「
不
知
火
」

観
測
の
よ
う
す
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氏
子
地
域
の
盆
栽
屋

ラ
ビ
ア

デ
ッ
ソ
様
が
毎
月
盆
栽
を
神
社
に

届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
素
敵
な

盆
栽
を
毎
月
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
ご
祈
祷
の
ご
案
内

【氷川神社】
・春の三つ巴
・卒業式のようす

 【気象神社】
・桜が満開
・卒業証書
※公式サイトに過去の御朱印を
掲載してますので、ご覧ください。

今
月
の
盆
栽

編
集
後
記

生命の言葉(令和七年三月)

今
月
の
御
朱
印

氷
川
神
社
で
は
各
種
祈
祷
を
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
神
社
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ま
た
気
象
神
社
で
は
晴
天
祈
願
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
祈
願
を
承
っ
て
お
り

ま
す
。(

会
社
、
法
人
、
団
体
様
の
み
が

対
象
と
な
り
ま
す)

今月の花手水

いのち

「
書
経
」
と
は
経
書
で
あ
る
「
五
経
」

の
一
つ
で
中
国
神
話
に
も
登
場
す
る
。

帝
王
学
の
名
著
で
あ
り
、
わ
が
国
で
も

「
昭
和
」
「
平
成
」
な
ど
の
年
号
の
出

典
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

令和７年３月の御朱印

ひ
か
わ
２
２
８
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
今
冬
は
日
本
海
側
を
中

心
に
記
録
的
な
大
雪
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
温
暖
化
に
よ
る
日
本

海
の
海
面
水
温
上
昇
に
よ
る
も
の

で
す
。
一
昔
は
四
季
を
楽
し
め
る

日
本
で
し
た
が
、
近
年
は
気
象
災

害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。

氷
川
神
社
末
社
の
稲
荷
社
の
新

設
は
あ
る
参
拝
者
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
で
し
た
。
今
後
は
末
社
の
竹

壁
設
置
、
ま
た
境
内
の
樹
木
剪
定

作
業
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
神
社
と
境
内
の
美
化
、
整

備
活
動
に
全
力
で
従
事
し
ま
す
。

「和の輪のWA！」 みんなのお家 エルガーハウス

日時：令和７年４月１３日(日)
１１時～１６時(予定)

場所：氷川神社境内

氷
川
神
社
境
内
で
定
期
的
に
開

催
さ
れ
る
「
和
の
輪
の
Ｗ
Ａ
！
」

は
地
域
の
行
事
と
し
て
根
付
い
て

き
ま
し
た
。
今
回
も
元
気
い
っ
ぱ

い
の
子
供
た
ち
に
よ
る
出
店
や
出

し
物
を
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

元気いっぱいの子供たち

◆
ひ
な
人
形
の
展
示

３
月
２
日(

日) 

は
ひ
な
祭
り
餅

つ
き
大
会
で
し
た
。
例
年
通
り
拝

殿
に
ひ
な
人
形
を
展
示
し
ま
し
た
。

３
月
中
は
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
ご
参
拝
時
に
は
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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